
期　日
時
間

講　　師 タイトル 内　　　　　　　　容

1
令和2年
7月12日
(日)

2
8月23日
(日)

岩槻 秀明
氏

台風シーズン間近。大雨
災害について改めて考え
よう

夏の終わりから秋にかけては台風シーズンで、毎年のようにあちこちで
大きな自然災害が発生しています。
台風の接近など、気象災害が予想されるとき、どのようなことに気をつ
けたらよいのか、またどのような情報が発表されるのか、さらに身近な
場所の災害リスクはどうなっているのか、改めて考えてみたいと思いま
す。

3
11月22日
(日)

市川 幸男
氏

江戸時代に作られた河
川・水路構造物について
（主に関東地方）（第二
回）

昨年度に引き続き、江戸時代に整備された用水路や河川沿いなどに構
築された各種の構造物について、仕組みや役割などについて紹介しま
す。（例：見沼代用水の利根川取水地点に構築された元圦（もといり）
（現在の利根大堰の須賀樋管の直上流側）など）

4
12月13日
(日)

松丸 明弘
氏

江戸時代の旅行−利根
川舟運を利用した下総・
常陸の船旅−

旅行案内記や旅行記を通じて江戸時代に生きた人々が船を利用してど
んな場所を巡っていたのでしょうか。現在の観光地と比較しながら紹介
します。

5
令和３年
1月10日
(日)

新井 浩文
氏

戦国〜近世初頭におけ
る関宿周辺の領主と開発

簗田家文書所収の系図類や、近年確認された近世前期の河川絵図等
を中心に、関宿周辺の河川改修と新田開発について改めて検討を行い
ます。

6
2月14日
(日)

石田 年子
氏

野田市の庚申塔と下総
印旛・相馬二郡に屹立す
る生首持型庚申塔

江戸中期に、下総国印旛・相馬二郡に限定して生首持型と呼ばれる特
異な青面金剛像が存在します。これは４０年にわたりこの地で石屋を営
んでいた人物の作品と考えられ、全容解明とはいきませんがこれまで
に掴んだ謎の石屋とその作品を紹介します。

7
3月14日
(日)

中村 正己
氏

戦国後北条氏による関宿
城開城と在番衆

天正2年（1574）北条氏政は古河公方の宿老で反北条氏家臣の中心的
存在であった簗田晴助、持助父子の籠る関宿城を囲み、開城させ、簗
田氏は後北条氏に降伏しました。城は以降北条氏政が命ずる在番衆に
よって天正18年（1590）、松平康元が入封する迄支配されました。この
間の様々な歴史的事実を解き明かし、紹介します。

令和２年度　博物館セミナー予定表

13時30
分
～

15時30
分

中 止

中 止

中 止

中 止


	H30年度セミナー予定

